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                農林水産省九州農政局 消費・安全部 消費生活課 
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「しまかぜ－食育アイランド通信－」は九州地域で様々な食育に取り組む方々の情報発信と

ネットワークづくりを支援するためのメールマガジンです。 

【１】九州農政局からのお知らせ 

〇「令和２年度みんなで一緒に考える食育ワークショップ」を開催しました 

〇「第５回全国子ども和食王選手権」参加者募集について 

〇鹿児島県拠点メールマガジン「みて～ん鹿児島農業」の配信について 

〇新型コロナウイルス関連情報について 

〇九州農政局「消費者の部屋」特別展示について 

【２】食育イベントのご案内 

【３】食育一口メモ  

【４】編集部からのお知らせ 

〇「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

〇教育ファームのご紹介 

〇子供食堂に関する情報提供のお願い 

********************************************************************************** 

【１】九州農政局からのお知らせ 

〇 「令和２年度みんなで一緒に考える食育ワークショップ」を開催しました 

九州農政局では、食に関する意識を高め、健全な食生活の実践を促すことを目的として食

育ワークショップを開催しました。 

「あなたの体はあなたのモノだけど、あなただけのものじゃない！！」をテーマに、佐藤

弘氏（西日本新聞社記者）による講話や、福々亭金太郎氏（食育落語家）の落語による問題

提起について、参加者がグループで意見交換しながら、楽しく、分かりやすく食育を学んで

いただきました。 

  ※詳しくは九州農政局ホームページをご覧ください。 

  https://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/201124.html 

〇 「第５回全国子ども和食王選手権」参加者募集について 

農林水産省では、日本の伝統的な食文化である「和食」やふるさとの「郷土料理」に対し

て、子どもたちの強い関心と理解を育むことを目的に、「全国子ども和食王選手権」を開催

します。 

今回のコンセプトは「キョウドリョウリってナゾだらけ」という謎解きテイスト！ 

和食王アンバサダーには「謎解きクリエイター」の松丸亮吾さんを任命しました。 

【 主  催 】農林水産省 

【 後 援 】文部科学省 （一社）和食文化国民会議 （公社）全国学校栄養士協議会 

【募集期間】令和２年11月 13日（金曜日）～令和3年１月６日（水曜日） 

【募集部門】  

「YouTube 動画部門」（対象：小学生） 
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  テーマ：未来に残したい日本の郷土料理 

「Instagramフォト部門」（対象：未就学児～小学生） 

     テーマ：私の好きな和食 

※詳しくは、以下のURLから専用ホームページをご覧下さい。 

https://washoking.maff.go.jp/ 

                   （担当）経営・事業支援部 地域食品・連携課 

〇 鹿児島県拠点メールマガジン「みて～ん鹿児島農業」の配信について 

鹿児島県拠点では、消費者をはじめ、農業者、自治体及び農業関係者を対象に、農業施策

の情報や受信して喜ばれる農業知識などの情報を分かりやすくメールで発信しています。ぜ

ひご登録をお願いいたします。 

  ＜メルマガ第１号の内容＞ 

  ◇農業のプロを育てる！それが鹿児島県立農業大学校！ 

   ◇農業の未来を担う新規就農者の生の声を届けます！ 

 ◇「スマート農業」ってなあに？ 

 試し読みをされたい方は、鹿児島県拠点ホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/kagoshima/index.html 

 メール配信ご希望の方は、下記アドレスまで空メールをお送りください。 

 （ご登録いただくのは、メールアドレスのみで結構です。） 

kagoshima_info@maff.go.jp           （担当）鹿児島県拠点 地方参事官室 

〇 新型コロナウイルス感染症対策情報について 

1. 新型コロナの感染リスクが高まる「５つの場面」に気をつけましょう！ 

 政府は、新型コロナ分科会の提言を受け、短期間（3週間程度）に現在の感染状況を沈 

静化するためには、政府や自治体、更に一般の人々や事業所も含め、社会全体が共通の危 

機感を共有し、現在の状況に一丸となって対処することが重要と位置づけており、その際 

の注意すべき具体的なポイントは以下のとおりとなっています。 

【感染リスクが高まる「5つの場面」】 

①飲食を伴う懇親会（大声での会話や回し飲み、箸などの共用）、②大人数や長時間の 

飲食、③マスクなしでの会話、④狭い空間での共同生活、⑤居場所の切り替わり（休憩 

室や喫煙所、更衣室での感染リスク） 

感染リスクを下げていくためには、飲食店をはじめとする日常生活や職場でのこれらの 

場面に特に気をつけていくことが重要です。 

改めて、３密の回避、手洗い、マスク着用、換気、共用施設の消毒などの徹底をよろし 

くお願いします。 

   ※詳しくは、以下のホームページをご覧ください。 

   ・感染リスクが高まる「５つの場面」（内閣官房ホームページ）  

https://corona.go.jp/proposal/ 

・感染リスクが高まる「5つの場面」に注意しましょう（農林水産省ホームページ） 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html#5scenes 

2. 新型コロナウイルス感染症に関する対策やお願いについて

新型コロナウイルス感染症に関する対策やお願いについて、農林水産省ウェブサイトへ

まとめています。詳しくは、以下のURLから農林水産省ホームページをご覧ください。 
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https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html 

〇 九州農政局「消費者の部屋」特別展示について

九州農政局「消費者の部屋」では、食料・農業・農村に関する各種施策情報の提供や普 

及啓発を行っています。12月からは、以下のテーマの特別展示を行います。 

【展示期間】 

〇12月 7日～12月 18日「「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンの実施について」 

外食時の「おいしい食べきり」全国共同キャンペーンと合わせて、食品ロス削減の取り

組みを周知するためのパネル展示及びチラシの配布を行います。 

〇12月 21日～1月 8日「ICTを活用した効率的な鳥獣捕獲とジビエ（野生鳥獣肉）の利

活用について」 

捕獲わなの作動状況や鳥獣の出没を自動的に送信することができる ICT 装置の紹介や

活用事例等についてパネルで紹介します。また、地域資源としてのジビエについて、加工

処理施設や外食産業での活用状況をポスター、パンフレット等で紹介します。 

【展示場所】 

  熊本地方合同庁舎A棟1階 消費者の部屋 

   フードパル熊本「熊本市食品交流会館」（熊本市北区貢町581-2） 

※詳しくは、以下のURLから九州農政局ホームページ「消費者の部屋」をご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouh

isya.html 

********************************************************************************** 

【２】食育イベントのご案内（12月以降の特徴的な取組から） 

※新型コロナウイルスの影響で、中止または延期、施設休館などの場合がありますのでご注意

ください。 

◇福岡県遠賀郡水巻町で「私の ONIGIRI（おにぎり）チャレンジ」を開催（12 月 31 日締

切り） 

◇佐賀市で「シングルファミリーのための子ども料理教室」を開催（12月 20日） 

◇長崎県大村市で「大村地区ふれあい市民農園」入園者募集  

◇熊本市で「郷土料理」教室を開催（1月14日） 

◇大分市で「男性料理教室」を開催（12月 12日） 

◇宮崎県児湯郡高鍋町宮崎県農業科学公園で「体験活動」を開催（随時） 

◇鹿児島市で「スポーツ栄養オンラインセミナ－」を開催（2月7日）（2月16日） 

※詳しくは、以下のURLから九州農政局ホームページをご覧ください。 

  http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/event/event.html 

********************************************************************************* 

【3】食育一口メモ 

〇 いちごのあれこれ豆知識 ～いちご表面のツブツブが果実～ 

いちごの表面にあるツブツブは種ではなく、ひとつひとつが果実です。それぞれのツブツ

ブの中に種が入っています。一粒のいちごは、200 個から 300 個の果実が集まった「集

合果」。私たちが果実だと思って食べている甘い部分は、実際は茎の先端の花床（かしょう）

が膨らんだ偽果（ぎか）です  

※いちごに関する豆知識について、詳しくは以下のURLから農林水産省ホームページをご 

覧ください。 
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https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1912/spe1_02.html 

********************************************************************************** 

【4】編集部からのお知らせ 

〇 「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、九州各地で開催される食育イベ 

ント、親子料理講座、伝統料理講座、農林漁業体験講座、見学可能な食品工場、市場等につ

いてご紹介させていただきます。是非、情報をお寄せいただき、食育の普及啓発にご協力く

ださい。また、皆さまが開催されたイベント、講座の様子、参加された方の感想等について

もご紹介させていただきますので、あわせて情報のご提供をお願いいたします。 

※「九州の食育のひろば」に関する詳しい情報は、以下のURLから九州農政局のホームペ

ージをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html 

〇 教育ファームのご紹介 

教育ファームとは、一時的なイベントではなく、農林漁業者の指導を受けながら、大人も

子どもも一連の農作業などを体験することで、「食生活が自然の恩恵の上に成り立っている

ことや食に関する人々の様々な活動に支えられていること等に関する理解を深める」など

の効果が発揮される農林漁業体験活動です。 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、農林漁業体験のできる施設をご

紹介していますので、以下のURLから九州農政局のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/kyoikufarm/kyoikufarm.html 

〇 子供食堂に関する情報提供のお願い

子供食堂と連携した地域における食育の推進を図るため、子供食堂に関する情報の発信を

行っています。皆様の身近なところで、子供食堂の取組を行っている団体等があればご紹介

をお願いいたします。 

※詳しくは、以下のURLから農林水産省のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html 

********************************************************************************** 

【編集後記】 

  冬至にかぼちゃを食べて無病息災を願う風習があります。秋から冬にかけてよく食べる

かぼちゃですが、夏～初秋が収穫のピークです。栄養豊富で長期保存がきくことから、野

菜が少ない冬の貴重な栄養源だったようです。 

  今年の冬至は１２月２1 日です。かぼちゃを食べて、今年の冬の無病息災を願いたいと

思います。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

九州農政局「九州の食育のひろば」の窓口・問い合わせ先 

窓口・問合せ先：九州農政局消費・安全部消費生活課 

住所：熊本市西区春日2丁目10番 1号（熊本地方合同庁舎A棟） 

電話：096-300-6353 ファクス：096-211-9700 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

※情報の提供、配信先の変更・配信停止などは、次の E-mail アドレス宛お知らせください。

E-mail  s-island-kyushu@maff.go.jp


